
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板紙等にそれぞれ平行な折り目を介して連設されたそれぞれ実質的に矩形の前面板、上
面板、後面板、底面板、副前面板および窓を有する副上面板を有し、
　該底面板の左右両端に副左側面板および副右側面板を連設し、
　該副上面板の左右両端に左側面板および右側面板を連設し、
　該副上面板の上に上面板を重ねて、該前面板を該副前面板を覆うように該副前面板と、
該左側面板を該副左側面板を覆うように該副左側面板と、該右側面板を該副右側面板を覆
うように該副右側面板とそれぞれ貼着したカートンにおいて、
　
　
　カートンの中身を取り出すための取り出し用フラップを該上面板から該前面板にわたり
切開線により設け、
　該取り出し用フラップの先端に開封開始片を設け、
　該切開線の該折り目上の該開封開始片に近い位置に該取り出し用フラップの開封方向に
平行になるような第一つなぎ部を設けたことを特徴とするトップオープンカートン。
【請求項２】
　該切開線の該折り目上の端部に近い位置に第二つなぎ部を設けたことを特徴とする請求
項１記載のトップオープンカートン。
【請求項３】
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折り目を介して設けられる前面板が実質的に副前面板と同じ大きさを有し、
開封開始片差込用の切込線が、副前面板と副上面板の間の折り目上に設けられ、



　該第一つなぎ部と該第二つなぎ部を該開封開始片の両側に設けたことを特徴とする請求
項１または２記載のトップオープンカートン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ビスケットやチョコレート等の菓子を収納するカートンについてのもので、カ
ートンの上面板を開口して中身を取り出すトップオープンカートンに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般にトップオープンカートンは、開封開始片を摘んで上面板をミシン目等の開封線に沿
って開口し、取り出しフラップを形成する構成が知られている（例えば実公昭５６－３３
８６２号参照）。しかし、前記構成のカートンは開封方向に垂直な方向へは紙が破れにく
く紙むけが生じてしまうので、上面板を開口するのにミシン目を開封方向に対して斜めに
設けなければならなかった。このため、取り出しフラップの大きさが制限され、上面板を
大きく開口することはできなかった。
【０００３】
また、上面板を大きく開口するために、例えば図４に示すように、上面板の内側に窓部を
有する副上面板を設けたものが知られている。しかし、上面板を前面板で接着することが
できず、単に差し込み片を係止するだけで密封安定性が低かった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、トップオープンカートンにおいて、上面板に大きな開口部を有し、かつ
密封安定性の高いトップオープンカートンを提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明の第１発明は、板紙等にそれぞれ平行な折り目を介して連設されたそれぞれ実質
的に矩形の前面板、上面板、後面板、底面板、副前面板および窓を有する副上面板を有し
、該底面板の左右両端に副左側面板および副右側面板を連設し、該副上面板の左右両端に
左側面板および右側面板を連設し、該副上面板の上に上面板を重ねて、該前面板を該副前
面板を覆うように該副前面板と、該左側面板を該副左側面板を覆うように該副左側面板と
、該右側面板を該副右側面板を覆うように該副右側面板とそれぞれ貼着したカートンにお
いて、

カートンの中身
を取り出すための取り出し用フラップを該上面板から該前面板にわたり切開線により設け
、該取り出し用フラップの先端に開封開始片を設け、該切開線の該折り目上の該開封開始
片に近い位置に該取り出し用フラップの開封方向に平行になるような第一つなぎ部を設け
たことを特徴とするトップオープンカートンである。
【０００６】
次に、本発明の第２発明は、該切開線の該折り目上の端部に近い位置に第二つなぎ部を設
けたことを特徴とするトップオープンカートンである。
【０００７】
更に、本発明の第３発明は、該第一つなぎ部と該第二つなぎ部を該開封開始片の両側に設
けたことを特徴とするトップオープンカートンである。
【０００８】
【作用】
上記のように本発明によれば、取り出し用フラップの切開線の折り目上に開封方向に平行
になるようなつなぎ部を設けたので、上面板に大きな開口部を有するトップオープンカー
トンとすることができる。
【０００９】
また、前面板で接着することができるので、密着安定性が高いカートンとすることができ
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折り目を介して設けられる前面板が実質的に副前面板と同じ大きさを有し、開封開
始片差込用の切込線が、副前面板と副上面板の間の折り目上に設けられ、



る。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明のトップオープンカートンを、実施の形態に沿って以下に詳細に説明する。
【００１１】
図１は、本発明の一実施例としてのトップオープンカートンを形成するブランクの展開図
である。
図１に示すように、展開状態のカートンは、１つの板紙等から打ち抜かれたものであり、
それぞれ実質的に矩形の前面板１３、上面板１１、後面板１４、底面板１２、副前面板１
５、副上面板１６が平行な折り目Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４およびＬ５を介して順次連設さ
れている。
【００１２】
副上面板１６の左右両端には、それぞれ折り目Ｌ９、Ｌ１０を介して左側面板１７と右側
面板１８とが連設されている。同様に、底面板１２の左右両端には、それぞれ折り目Ｌ７
、Ｌ８を介して副左側面板１９と副右側面板２０とが連設されている。
【００１３】
本発明のカートンは、全体に直方体の形状を有するので、上面板１１と副上面板１６およ
び底面板１２とは実質的に同じ大きさを有し、前面板１３と副前面板１５および後面板１
４とは実質的に同じ大きさを有し、左側面板１７、右側面板１８、副左側面板１９および
副右側面板２０は、同じ大きさを有し得る。通常、上面板１１と底面板１２とは、他の面
板よりも大きな面積を有する。
【００１４】
好ましくは、後面板１４の左右両端には、それぞれ折り目Ｌ１１、Ｌ１２を介して貼着片
２１および２２が連設され、同様に、副前面板１５の左右両端には、それぞれ折り目Ｌ１
３、Ｌ１４を介して貼着片２３および２４が連設されている。また、副上面板１６の下端
には、折り目Ｌ６を介して貼着片２５が連設されている。
【００１５】
切開線ＯＬは、折り目Ｌ１から前面板１３にかけて延びており、好ましくは、前面板１３
の中央より外側では互いに平行に直線状に延びて前面板１３の側端縁に至っており、この
部位で開封開始片２６を規定している。なお、開封開始片２６の左右両側にある前面板１
３、１３に対する切り離し部分は、ミシン目、つなぎ部、半切れ線、あるいは外端部から
の切り込みなどいずれでもよく特に限定されない。
【００１６】
本発明のトップオープンカートンを組み立てるには、折り目Ｌ１～Ｌ１４を山折りして、
まず、貼着片２５と後面板１４を、次に、副上面板１６に上面板１１を重ねて、副前面板
１５と前面板１３を接着剤等により貼着する。この時、前面板１３の中央に位置する開封
開始片２６は貼着しない。
【００１７】
また、貼着片２１および２３は副左側面板１９の内側に折り曲げ副左側面板１９の裏面に
、貼着片２２および２４は副右側面板２０のの内側に折り曲げ副右側面板２０の裏面に接
着剤等により貼着する。更に、左側面板１７と副左側面板１９、右側面板１８と副右側面
板２０を接着剤等により貼着する。
【００１８】
図３に示すように、開封開始片２６の両側の切開線ＯＬ上には第一つなぎ部２７が設けら
れ、このつなぎ部２７は不連続箇所に設けられ、かつ上下方向で離れているが、左右の位
置は一致している。また、第二つなぎ部は、第一つなぎ部と同じ構成だけでなく、切開線
ＯＬが不連続状態でもよい。開封開始片２６を摘んで矢印の方向に持ち上げると、第一つ
なぎ部２７が破断して図２に示すように取り出し用フラップ３０が形成され開口できる。
【００１９】
この開封開始片２６に対応して、これを受けるための切込線ＣＬが折り目Ｌ５上に設けら
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れている。開封後、この切込線ＣＬに開封開始片２６を差し込むことでリクローズが可能
となる。
【００２０】
【発明の効果】
本発明のトップオープンカートンは、開封方向に平行なつなぎ部を設けたことで、開封の
際に紙むけや破れを生じることなく上面板に大きく取り出し用フラップを設けることがで
き、かつ、カートンの前面板で接着されているので密着安定性の高いカートンを提供でき
る効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例を示すトップオープンカートンを形成するブランクの展開図で
ある。
【図２】本発明の一実施例を示すトップオープンカートンの開封した状態を示す斜視図で
ある。
【図３】本発明の第一つなぎ部の拡大図である。
【図４】従来のトップオープンカートンの一実施例としての斜視図である。
【符号の説明】
１１…上面板
１２…底面板
１３…前面板
１４…後面板
１５…副前面板
１６…副上面板
１７…左側面板
１８…右側面板
１９…副左側面板
２０…副右側面板
２１～２５…貼着片
２６…開封開始片
２７…第一つなぎ部
２８…第二つなぎ部
２９…窓
３０…取り出し用フラップ
Ｌ１～Ｌ１４…折り目
ＯＬ…切開線
ＣＬ…切込線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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